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国家賠償責任及び公権力の行使の観点
から見た民間委託等について
笹 川 篤 史
Abstract
Privatization of administrative affairs is on the rise. This article stu-
dies privatization from the viewpoint of reparation by the state and exer-
cise of public power.













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































     
三野靖(2005)『指定管理者制度 自治体施設を条例で変える』公人社，24頁
山本隆司(2008)「日本における公私協働」『行政法の思考様式－藤田宙靖博士東北大学退職
記念』
米丸恒治(2005)「「民」による権力行使－私人による権力行使の諸相とその法的統制－」
『「民」による行政 新たな公共性の再構築』法律文化社
米丸恒治(2007)「行政の民営化・民間委託と行政救済法」法律時報 第79巻９号，40頁
米丸恒治(2008)「行政の多元化と行政責任」『行政法の新構想 ３；行政救済法』，311-312,
316-318頁
